
1 )  論 ⽂ 種 別   

テ ク ニ カ ル ノ ー ト  

2 )  論 ⽂ タ イ ト ル   

頚 動 脈 ス テ ン ト 留 置 術 に お い て 有 効 な f l o w  r e v e r s a l を 得 る た め の

⼀ ⽅ 向 弁 法  

3 )  全 員 の 著 者 名   

吉 川 信 ⼀ 朗 1 ) 2 ) ,  飯 星 智 史 2 ) ,   笠 倉 ⾄ ⾔ 2 ) ,  塚 越 英 介 2 ) ,  神

⼭ 信 也 2 )  

4 )  著 者 全 員 の 所 属 施 設 ・ 部 署 （ 論 ⽂ が 執 筆 さ れ た  所 属 ）   

1 ) 愛 知 県 ・ 名 古 屋 共 ⽴ 病 院  脳 神 経 外 科  

2 ) 埼 ⽟ 県 ・ 埼 ⽟ 医 科 ⼤ 学 国 際 医 療 セ ン タ ー  脳 ⾎ 管 内 治 療 科  

5 )  連 絡 著 者 の ⽒ 名 ・ 連 絡 先   

 吉 川 信 ⼀ 朗  

 愛 知 県 ・ 名 古 屋 共 ⽴ 病 院  脳 神 経 外 科  

 〒 4 5 4 - 0 9 3 3  名 古 屋 市 中 川 区 法 華 ⼀ 丁 ⽬ 1 7 2 番 地  

T e l :  0 5 2 - 3 6 2 - 5 1 5 1   E - m a i l :  y s k w 1 8 @ g m a i l . c o m  

6 )  キ ー ワ ー ド   

頚 動 脈 ス テ ン ト 留 置 術 、 頚 動 脈 狭 窄 症 、 f l o w  r e v e r s a l  

7 )  宣 ⾔  

「 本 論 ⽂ を ，⽇ 本 脳 神 経 ⾎ 管 内 治 療 学 会  機  関 誌  J N E T  J o u r n a l  

o f  N e u r o e n d o v a s c u l a r  T h e r a p y  に 投 稿 す る に あ た り ， 筆 頭 著 者 ，

共 著 者 に よ っ て ，  国 内 外 の 他 雑 誌 に 掲 載 な い し 投 稿 さ れ て い な

い こ と を 誓 約 致 し ま す  



1 
 

和 ⽂ 要 旨  

⽬ 的  

F l o w  r e v e r s a l を 併 ⽤ し た 頚 動 脈 ス テ ン ト 留 置 術 ( C a r o t i d  A r t e r y  

S t e n t i n g :  C A S ) に お い て 、⼀ ⽅ 向 弁 を ⽤ い た 簡 便 な ⽤ ⼿ 的 返 ⾎ ⼿ 技

が 合 併 症 予 防 に 寄 与 で き る 可 能 性 が あ り 報 告 す る 。  

症 例  

7 7 歳 男 性 。不 安 定 プ ラ ー ク を 認 め た 頚 部 内 頚 動 脈 狭 窄 症 に 対 し て

f l o w  r e v e r s a l を ⽤ い た C A S を 計 画 し た 。 f l o w  r e v e r s a l は 動 静 脈 圧

格 差 に よ る ⾃ 然 ⾎ 流 と 、 シ リ ン ジ 操 作 に よ る 簡 便 な ⽤ ⼿ 的 返 ⾎ が

可 能 な ⼀ ⽅ 向 弁 を 使 ⽤ し た ⽅ 法 を ⾏ っ た 。 C A S は 遠 位 塞 栓 な く 、

安 全 に 完 遂 で き た 。  

結 論  

⼀ ⽅ 向 弁 を ⽤ い た ⽤ ⼿ 的 返 ⾎ は ⼿ 技 が 煩 雑 に な り や す い C A S の

f l o w  r e v e r s a l 時 の 簡 素 化 が 期 待 で き る 。  

 

緒 ⾔  

頚 動 脈 ス テ ン ト 留 置 術 ( C a r o t i d  A r t e r y  S t e n t i n g :  C A S ) を ⾏ う 際 、 ソ

フ ト プ ラ ー ク 病 変 、 ⾼ 度 狭 窄 病 変 、 偽 閉 塞 病 変 、 ⾼ 度 屈 曲 病 変 な

ど に 対 し て 、 総 頚 動 脈 と 外 頚 動 脈 を 同 時 に 遮 断 し 、 内 頚 動 脈 の ⾎

流 を 逆 ⾏ 性 に 変 換 し 遠 位 塞 栓 を 予 防 す る ⽅ 法 （ f l o w  r e v e r s a l 法 ）

を ⽤ い る こ と が あ る 。 い わ ゆ る P a r o d i 法 1 と し て 報 告 さ れ 静 脈 穿

刺 後 ル ー ト を 作 成 し 、 そ こ へ 動 脈 ⾎ 流 を 繋 ぎ 、 動 静 脈 圧 格 差 を 利

⽤ し た ⾃ 然 ⾎ 流 で 動 脈 ⾎ を 静 脈 ル ー ト へ 返 ⾎ す る 。 ま た 動 静 脈 圧

格 差 に よ っ て 得 ら れ る ⾃ 然 ⾎ 流 の 他 に 、 動 脈 遮 断 解 除 時 ・ 病 変 通
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過 時 な ど 、 ⽤ ⼿ 的 シ リ ン ジ 操 作 で 適 宜 ⾎ 液 を 吸 引 、 排 出 す る こ と

も あ る 。こ の ⼿ 技 は 有 ⽤ な ⽅ 法 で あ る が 通 常 の d i s t a l  p r o t e c t i o n を

併 ⽤ し た C A S と ⽐ 較 し セ ッ ト ア ッ プ や ル ー ト の 作 成 な ど 煩 雑 に

な り や す い 。 ま た 施 設 や 指 導 医 に よ り そ の ⽅ 法 は 様 々 で あ る が 、

こ の 煩 雑 な ⽅ 法 に 関 し て 操 作 性 改 善 を 検 討 し た 報 告 は 今 ま で に

皆 無 で あ る 。 今 回 我 々 が 考 案 し た ⼀ ⽅ 向 弁 を 三 ⽅ 活 栓 の 両 端 に 装

着 す る だ け で 、 簡 便 な ⽤ ⼿ 的 シ リ ン ジ ⾎ 液 吸 引 排 出 操 作 が 可 能 と

な る ⽅ 法 を 報 告 す る 。  

 

P a r o d i 法  

P a r o d i ら は 、 C A S に お け る 遠 位 塞 栓 予 防 ⽅ 法 と し て 、 総 頚 動 脈 ・

外 頚 動 脈 を 遮 断 し P a r o d i  A n t i  E m b o l i  S y s t e m ( A r t e r i A ,  S a n F r a n c i s c o ,  

C A ,  U S A ) を ⽤ い て 動 静 脈 圧 格 差 を 利 ⽤ す る f l o w  r e v e r s a l 法 を 報 告

し た 。 逆 流 し た ⾎ 液 は 返 ⾎ 回 路 に 接 続 さ れ た フ ィ ル タ ー に よ っ て

異 物 が 除 去 さ れ 体 内 へ 返 ⾎ さ れ る ( F i g u r e  1 ) 。  

 

筆 者 が 考 案 し た ⼀ ⽅ 向 弁 法 ( F i g u r e 2 , 3 )  

こ の ⼀ ⽅ 向 弁 は 通 常 、 頻 回 の ⾎ 圧 測 定 時 な ど に お こ る 輸 液 ル ー ト

内 へ の 逆 ⾎ を 防 ぐ た め に ⽤ い ら れ る （ F i g u r e  2 a ,  2 b ）。 こ の 弁 を 返

⾎ ラ イ ン の シ リ ン ジ を 接 続 し た 三 ⽅ 活 栓 の 前 後 に ⼆ つ 使 ⽤ す る

（ F i g u r e  2 c ）。シ リ ン ジ 操 作 を ⾏ っ て い な い 場 合 は ⼆ つ の 弁 が 作 動

せ ず 当 然 順 ⾏ 性 の ⾎ 流 と な る ( F i g u r e  3 a ) 。 ⼀ ⽅ の 弁 が 作 動 す る こ

と で シ リ ン ジ 吸 引 に よ り 頚 動 脈 側 の ⾎ 液 の み が 吸 引 さ れ （ F i g u r e  

3 b ）、 シ リ ン ジ 排 出 に よ り 頚 動 脈 側 に 逆 流 せ ず 静 脈 側 へ 排 出 さ れ
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る （ F i g u r e  3 c ）。 よ っ て シ リ ン ジ の 吸 引 排 出 の 操 作 の み で 、 確 実 で

簡 便 な ⽤ ⼿ 的 返 ⾎ が 可 能 と な る 。 通 常 、 こ の シ リ ン ジ 操 作 は 三 ⽅

活 栓 を 倒 す 動 作 が 必 要 と な る が 、 こ の 弁 を つ け る の み で そ の 動 作

が 不 要 と な る 。  

 

症 例 提 ⽰  

7 7 歳 男 性 。 不 安 定 プ ラ ー ク を 認 め る 頚 部 内 頚 動 脈 狭 窄 症 患 者 。 全

⾝ ⿇ 酔 下 で 、 右 ⼤ 腿 動 脈 に 9 F r シ ー ス 、 左 ⼤ 腿 静 脈 に 6 F r シ ー ス

を 挿 ⼊ し た 。 M o . M a  U l t r a （ M e d t r o n i c ,  M i n n e a p o l i s ,  M N ,  U S A ） を

使 ⽤ し た f l o w  r e v e r s a l 法 で C A S を ⾏ っ た 。マ イ ク ロ ワ イ ヤ ー 狭 窄

部 通 過 時 、 動 脈 遮 断 解 除 時 に ⼀ ⽅ 向 弁 を ⽤ い た ⽤ ⼿ 的 返 ⾎ を ⾏ っ

た 。神 経 学 的 に 新 た な 悪 化 な く 、遠 位 塞 栓 も 認 め ず 安 全 な C A S を

施 ⾏ で き た 。  

 

考 察  

P a r o d i 法 ・ P a r o d i 変 法 は 古 く か ら 有 ⽤ と さ れ る 1 – 3 が 各 施 設 で ⼿

技 は 異 な り 、 煩 雑 と な り や す い 。 術 者 は 動 静 脈 圧 格 差 を 利 ⽤ す る

返 ⾎ の み で は 不 ⼗ 分 と 判 断 す る 場 合 、 ⽤ ⼿ 的 返 ⾎ を 適 宜 ⾏ っ て 遠

位 塞 栓 を 予 防 し て い る と 推 察 さ れ る 。 筆 者 が 考 案 し た こ の ⼀ ⽅ 向

弁 を ⽤ い た ⽤ ⼿ 的 返 ⾎ は 、 三 ⽅ 活 栓 動 作 を 不 要 と し 、 シ リ ン ジ の

⾎ 液 吸 引 排 出 動 作 の み で 、 確 実 な 返 ⾎ が 可 能 と な る 。 ま た 三 ⽅ 活

栓 操 作 を 間 違 え る と い う ヒ ュ ー マ ン エ ラ ー に も 対 応 で き 、 頻 回 な

シ リ ン ジ 操 作 が 必 要 な 場 合 に 特 に 有 ⽤ と な る で あ ろ う 。  

P a r o d i 法 に お け る 動 静 脈 圧 格 差 を 利 ⽤ し た 持 続 的 な f l o w  r e v e r s a l
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法 は 術 者 に と っ て 不 安 に 感 じ る 事 が あ る 。 例 え ば 回 路 内 の ⾎ 流 は

不 可 視 で あ り 、 逆 流 し て い る ⾃ 然 ⾎ 流 を 確 認 す る こ と が 難 し い 。

ル ー ト 内 に 点 滴 ⽤ の 点 滴 筒 （ チ ャ ン バ ー ） を ⽤ い て 滴 下 を 確 認 す

る ⽅ 法 も あ る が 空 気 が ル ー ト 内 に 迷 ⼊ し な い よ う 設 置 す る 煩 雑

さ が あ る 上 、 ⼿ 技 中 に チ ャ ン バ ー を 持 続 注 視 は で き な い 。 ま た 上

甲 状 腺 動 脈 の 存 在 に よ り 、 完 全 ⾎ 流 遮 断 は 不 可 能 な 事 も あ る 。 術

者 に よ る ⽤ ⼿ 的 返 ⾎ 操 作 は ⼿ 技 中 ど の タ イ ミ ン グ で も ⾏ う 事 が

で き 、 ま た 予 期 せ ぬ バ ル ー ン 破 損 な ど の ト ラ ブ ル も 対 応 で き る た

め 、 遠 位 塞 栓 予 防 や ト ラ ブ ル シ ュ ー テ ィ ン グ に 有 ⽤ と 考 え る 。  

ま た ⽤ ⼿ 的 返 ⾎ 操 作 に 使 ⽤ す る シ リ ン ジ は 通 常 、 容 量 が ⼤ き い

も の を ⽤ い る 事 が 多 い と 思 わ れ る 。 そ れ は 1 回 の ⾎ 液 吸 引 量 を 増

や し 、 通 常 の 三 ⽅ 活 栓 操 作 を 減 ら す た め と 推 察 す る 。 シ リ ン ジ 容

量 を ⼩ さ く す れ ば 当 然 、 三 ⽅ 活 栓 操 作 は 頻 回 に な る 。 そ こ で 筆 者

が 考 案 し た こ の ⼀ ⽅ 向 弁 を ⽤ い た ⽤ ⼿ 的 返 ⾎ 操 作 は 三 ⽅ 活 栓 操

作 が 不 要 で あ る た め 、 シ リ ン ジ の 容 量 は 無 関 係 と な る 。 吸 引 シ リ

ン ジ は 容 量 が ⼤ き い と 吸 引 時 の ⼿ に 伝 わ る 抵 抗 は 乏 し く な り ⼒

の 調 整 も 困 難 と な る 。 当 院 で は 吸 引 シ リ ン ジ は 1 0 m l の も の を 使

⽤ し 吸 引 す る ⼒ を 調 整 し て い る 。  

筆 者 が 考 案 し た こ の ⼀ ⽅ 向 弁 を ⽤ い た ⽤ ⼿ 的 返 ⾎ は 、 ⾮ 常 に 簡

便 な ⽅ 法 で あ り 、 f l o w  r e v e r s a l 時 適 宜 ⽤ ⼿ 的 返 ⾎ を ⾏ う 際 に 有 ⽤

と 考 え る 。 ま た こ れ ま で に 本 法 で 1 6 例 の C A S を 施 ⾏ し 、 特 に ト

ラ ブ ル を 経 験 し て い な い 。⼿ 技 に 精 通 し て い な い 助 ⼿ も 理 解 可 能 で 、

C A S チ ー ム と し て ⼿ 技 を 容 易 に で き る と 確 信 し て い る が 、主 観 的 な

有 ⽤ 性 の 評 価 だ け で な く 、 今 後 臨 床 的 な 有 効 性 ・ ⽤ ⼿ 的 返 ⾎ 操 作
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の タ イ ミ ン グ ・ 返 ⾎ 量 等 に つ い て 検 討 し た い 。  

 

結 語  

⼀ ⽅ 向 弁 を ⽤ い た ⽤ ⼿ 的 返 ⾎ 法 は 簡 便 に 導 ⼊ で き 、 C A S の f l o w  

r e v e r s a l 時 の 操 作 性 の 簡 素 化 に 寄 与 す る と 考 え ら れ た 。  

 

 

利 益 相 反 の 開 ⽰  

本 論 ⽂ に 関 し て 、 開 ⽰ す べ き 利 益 相 反 は な い 。  

 

本 論 ⽂ の 要 旨 は 第 3 5 回 N P O 法 ⼈ ⽇ 本 脳 神 経 ⾎ 管 内 治 療 学 会 学 術

総 会 （ 2 0 1 9 年 1 1 ⽉ 、 福 岡 ） に お い て 発 表 し た 。  

 

 

⽂ 献  

1 )  P a r o d i  J C ,  L a  M u r a  R ,  F e r r e i r a  L M ,  e t  a l .  I n i t i a l  e v a l u a t i o n  o f  

c a r o t i d  a n g i o p l a s t y  a n d  s t e n t i n g  w i t h  t h r e e  d i f f e r e n t  c e r e b r a l  

p r o t e c t i o n  d e v i c e s .  J .  Va s c .  S u r g .  2 0 0 0 ;  3 2 :  1 1 2 7 – 1 1 3 6 .   

2 )  G r u n w a l d  I Q ,  P a p a n a g i o t o u  P,  S t r u f f e r t  T,  e t  a l .  R e v e r s a l  o f  f l o w  

d u r i n g  c a r o t i d  a r t e r y  s t e n t i n g :  U s e  o f  t h e  P a r o d i  a n t i e m b o l i s m  s y s t e m .  

N e u r o r a d i o l o g y.  2 0 0 7 ;  4 9 :  2 3 7 – 2 4 1 .   

3 )  A d a m i  C A ,  S c u r o  A ,  S p i n a m a n o  L ,  e t  a l .  U s e  o f  t h e  p a r o d i  a n t i -

e m b o l i s m  s y s t e m  i n  c a r o t i d  s t e n t i n g :  I t a l i a n  t r i a l  r e s u l t s .  J .  E n d o v a s c .  

T h e r .  2 0 0 2 ;  9 :  1 4 7 – 1 5 4 .   
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図 表 の 説 明  

F i g u r e  1  

P a r o d i 法 。  

I C :  内 頚 動 脈  E C : 外 頚 動 脈  a s t e r i s k ： ⼀ ⽅ 向 弁 の 装 着 部 位  ⽮

印 ： ⾎ 流  

 

F i g u r e  2  ⽮ 印 :  ⼀ ⽅ 向 弁  

a .  ⼀ ⽅ 向 弁  b .  ⼀ 般 的 な 使 ⽤ ⽅ 法 。 点 滴 ラ イ ン 内 へ の 逆 流 を 防

⽌ す る 。  c .  ⼀ ⽅ 向 弁 法 :  三 ⽅ 活 栓 の 前 後 に そ れ ぞ れ 接 続 す る 。 

 

F i g u r e  3   

⾎ 流 を ⽮ 印 で 表 ⽰ す る 。 図 の 右 側 を 頚 動 脈 側 、 左 側 を 静 脈 側 と す

る 。  

a .  シ リ ン ジ 操 作 を ⾏ っ て い な い と き は 、両 弁 が 動 作 せ ず 順 ⾏ 性 の

⾎ 流 と な る 。  

b .  シ リ ン ジ を 吸 引 す る と 、静 脈 側 の 弁 が 動 作 し 頚 動 脈 側 か ら の み

⾎ 液 が 吸 引 さ れ る 。  

c .  シ リ ン ジ を 押 す と 、 頚 動 脈 側 の 弁 が 動 作 し 、 病 変 に 逆 流 す る こ

と な く 、 静 脈 側 に の み 返 ⾎ さ れ る 。  
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